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事務長 清水 健一郎

地域連携委員会

深秋の候、皆様におかれましてはますます御健
勝のこととお慶び申し上げます。平素よりお世話
になり厚く御礼申し上げます。
今年は診療報酬の改定もありましたが、医療を

めぐっては依然として厳しい状況が続いております。当院は平成１４年
に地域のご支援により新築をさせて頂いてから、医師数の減少等もあり
ましたが、皆様のご協力をいただきながら地域の病院として頑張ってお
ります。医局体制については北陸新幹線の開通の影響もあり非常勤にて
勤務される先生については増えてまいりましたが、なかなか常勤の先生
の増とはなっておりません。今後に期待をしているとこです。
現在、地域では地域医療構想検討の中で上越糸魚川地域の医療福祉の

連携体制について検討されておりますが、当院としてもその中でどう
いった役割を担うこととなるのか日々検討の最中であります。その対策
の一つとして昨年の２月より急性期治療後の在宅復帰のための地域包括
ケア病床２０床(現在２８床)を３階病棟に導入いたしました。地域医療
構想については在宅医療も重要な部分となっておりますので、今後は訪
問看護ステーションや地域の先生方等との連携を担う連携室については
体制を強化し地域との結びつきを強める必要があると考えております。
地域との結びつきでいえば１０月１５日に恒例の病院祭を開催いたしま
した。幸い天気もよく、多くの方より来院いただきました。また 毎年、
福祉関係の皆様との懇談会等も開催し情報を交換し、ご意見も頂くなか
で連携を深めております。今後もこういった活動も拡充していく必要が
あると考えております。今後とも地域の中の病院として地域の要望に応
えるべく努めて参ります。
最後になりますが、皆様の益々のご発展をご祈念申し上げますととも

に、更なるご支援をお願いいたします。



地域包括ケアシステムの構築に向けて、医療・福祉の更なる連携強化が求めら
れる中、当院では9月より「退院支援看護師」を配置し、よりスムーズな連携に向
けた取り組みを行っています。
簡単ではありますが、退院支援看護師の役割ついて紹介させていただきます。

入院後に退院に向けた話し合いの実施

患者さんの入院後に、退院に向けた困難要素を抽出し、問題のある場合はご家
族との話し合いを実施します。この際に、入院前の身体状況や介護サービスの利
用状況を確認し退院に向けた不安や希望などの確認を行います。

介護事業所との連携

介護サービスの利用者に対して、ケアマネージャーや施設担当者との連絡調整
を行います。入院患者様の病状確認については、これまで当日の担当看護師が
対応しておりましたが、原則として退院支援看護師にて対応することとしています。
退院前のカンファレンスについても同様に退院支援看護師が同席いたします。

また、転院の受け入れ、介護保険の新規導入、施設への新規申し込み、障害
認定や経済問題については、これまで通りMSW（医療ソーシャルワーカー）が主
に対応いたします。

配置から間もないため、業務内容についてはより良い在り方を模索中です。以
前関係者の皆様よりご指摘をいただいた、「急に退院と言われた」「退院時の情
報提供が不十分」といった部分が解消できるように取り組む所存です。今後ともよ
ろしくお願いします。

尚、退院支援部門への問い合わせについては、これまで通り上越医師会作成
の連携ガイドラインに準拠した対応をよろしくお願いいたします。不明な点につい
ては医療福祉相談室斉藤まで連絡をお願いします

左から 安原看護師 斎藤MSW 長嶺看護師

連絡・お問い合わせ先

Tel：0255-72-3161（病院代表）
Fax：0255-72-3124（医事課直通）
E-mail：msw@keinansogo.jp（相談室）

mailto:msw@keinansogo.jp


保険師による医療講演

健康チェック

ジョーク峰氏によるマジックショー

第10回の病院祭を秋晴れの中、開催いたしました。
オープニングに、鳥坂小唄の皆さんによる踊りを皮切りに
マジックショーや歌謡ショー、薬剤師や保健師による医療
講演、色々な健康チェック、職場紹介パネル展など盛りだ
くさんのイベントでたくさんのご来場をいただきました。

歌謡ショー



11月18日（金）

「結核感染対策」
講師：糸魚川総合病院

感染管理認定看護師 廣田光恵先生
会場：けいなん綜合病院６Ｆ多目的ホール
参加人数：職員 ５１名

外部施設職員 １７名

＜研修目的＞
ü 「結核」についての学びを深める
ü 早期発見の為の意識を高める
ü 空気感染対策や結核患者発生時の
ポイントを再確認する

日本国内の結核（Ｈ２７年）

¸ 新登録結核患者数 18,280人
¸ 結核による死亡数 1,955人
¸ 結核罹患率は先進諸外国より高い
¸ 高齢層ほど罹患率高い
¸ 罹患率は地域差が大きく、

大阪府・兵庫県・東京都の順に高い
¸ 潜在性結核の医療職の占める割合26.7%

院外からも大勢の参加があり「感染」の
研修の必要性を感じました。
時期的に、インフルエンザやノロウィルス
の流行期です。
感染しない、感染させないよう院内・施設

の感染対策をがんばりましょう

日本はまだまだ結核が
蔓延してるんだ！という
事実に改めてビックリ！


